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Chapter I: 2-(2-イミダゾリニル)フェノラトまたは 2-(1,4,5,6-テトラヒドロピリミジン-2-イル)フェノラト 
(それぞれ Himn–および Hthp–)を配位子とする[Ru(O–N)(bpy)2]
n+



























) と2-(1,4,5,6-テトラヒドロピリミジン-2-イル)フェノラト (Hthp–) およびそれらの酸化誘導体を用いた
ルテニウム錯体の合成，結晶構造解析，塩基との反応，酸化反応を項に説明した。Himn–およびHthp–のRuIII
錯体と塩基の反応では，RuIII中心の不均化反応に伴い配位子の酸化反応が定量的に起こり，Himn–のイミダゾ
リニル基は2電子酸化によってイミダゾラト基に変換された。一方，Hthp– 錯体では4電子酸化が進行し，テト
ラヒドロピリミジル基がピリミジル基に変換されることを明らかにした。これらの興味深い芳香族化反応が，
塩基存在化で電気化学的なRuII錯体の酸化によっても起こることを見出し，さらに電気化学的手法により，こ
の特異な反応がPCET過程で起こっていることを証明した実験を紹介した。最後に，本研究をまとめて，今後
の展望としてPCETを積極的に利用した金属錯体上での水の酸化反応について，その可能性を言及した。 
この発表を受けて，以下の口述試験を行った。 
１． 錯体に目的の機能を生み出すための金属イオンおよび（共存）配位子の設計指針について 
２． 金属錯体中の配位子部分の結合距離とπ共役の程度の関係について 
３． 本研究の成果を今後の課題である水の酸化に応用する場合の課題について 
 以上の質問に対して，三橋了爾は適切に回答し，博士（理学）にふさわしいと判定した。 
  
